
◆
男
女
共
同
参
画
の
社
会
づ

く
り

男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
策
定
に
つ
い
て
の
視
点

は
ど
う
か
。

市
民
参
画
課
長

上
位
法

や
京
都
府
の
条
例
、
計
画
な

ど
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
懇
話
会
の
提
言
を
尊
重

し
た
い
。現

行
の
女
性
交
流
支

援
ル
ー
ム
は
、
場
所
、
設
備
、

事
業
内
容
、
機
能
と
も
不
十

分
で
あ
る
。
市
の
公
共
施
設

と
し
て
の
位
置
づ
け
で
、
女

性
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
是
非

と
も
必
要
だ
が
ど
う
か
。

副
市
長

今
議
会
の
議
論

で
問
題
認
識
を
深
め
た
が
、

市
長
と
も
相
談
し
、
一
歩
で

も
前
進
す
る
よ
う
大
い
に
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

◆
職
員
に
よ
る
重
大
な
交
通

事
故
に
つ
い
て

職
員
が
職
務
中
に
過

失
に
よ
り
重
大
な
交
通
事
故

を
起
こ
し
た
場
合
、
当
該
職

員
に
求
償
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

副
市
長

職
員
懲
戒
審
議

会
で
審
議
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
重
大
な
過
失
が
あ
る
場

合
は
、
市
民
に
対
し
て
財
産

的
損
害
を
与
え
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
求
償
権
は
当
然

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
財
産
的

求
償
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り

得
る
と
考
え
る
。

◆
枚
方
市
東
部
清
掃
工
場
に

係
る
本
市
と
枚
方
市
と
の
協

定
書
締
結
に
つ
い
て

ど
う
し
て
本
市
と
枚

方
市
と
は
協
定
を
締
結
し
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

か
。総

務
部
長

本
市
の
申
し

入
れ
に
対
し
て
文
書
で
回
答

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の

文
書
に
よ
る
回
答
を
契
約
に

当
た
る
も
の
と
解
し
、
協
定

に
類
す
る
も
の
と
判
断
し
た

の
で
は
な
い
か
と
理
解
し
て

い
る
。

◆
学
校
給
食
に
つ
い
て

以
前
、
早
朝
に
食
材

納
入
業
者
が
検
品
を
受
け
な

い
で
置
い
て
い
っ
た
例
が
あ

っ
た
が
、
各
学
校
で
常
態
化

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
指
導
主
幹

過
去
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
検
品
後

に
納
品
し
て
い
る
。

納
入
期
限
の
時
刻
が

午
前
９
時

分
と
遅
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
調
理
作
業

が
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
聞
く
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
指
導
主
幹

調
理
に
支
障
が
あ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
聞
い
て
い
な

い
が
、
担
当
と
し
て
一
度
調

査
し
、
把
握
し
て
お
き
た
い
。

学
校
給
食
の
食
器
改

善
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

調
理
の
民
間

委
託
校
か
ら
順
次
改
善
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

そ
の
手
法
は
検
討
委
員
会
の

意
見
を
聞
き
決
め
た
い
。
経

費
は
約
３
７
０
０
万
円
見
込

ん
で
お
り
、
３

５
年
計
画

で
あ
る
。

◆
通
学
路
を
含
め
た
学
校
で

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

不
審
者
情
報
が
増
加

し
て
い
る
と
聞
く
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長

情
報
を

確
実
に
把
握
し
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
に
努
め
た
い
。

今
年
度
の
通
学
路
安

全
踏
査
事
業
の
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

大
住
、

薪
、
普
賢
寺
小
学
校
区
で
７

月
中
旬
頃
の
実
施
を
予
定
し

て
お
り
、
現
在
、
警
察
な
ど

の
関
係
機
関
と
調
整
中
で
あ

る
。

登下校の通学路となっている
横断歩道をわたる児童たち

生
駒
の
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
本
市
の
生
徒
が

学
校
安
全
対
策
メ
ー
ル
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と

思
う
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長

ま
だ
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
早

急
に
対
処
し
た
い
と
考
え
る
。

◆
自
転
車
専
用
通
行
帯
の
整

備
に
つ
い
て

北
部
地
域
の
山
手
幹

線
道
路
自
転
車
専
用
通
行
帯

整
備
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

施
設
整
備
課
長

松
井
山

手
周
辺
か
ら
大
住
竜
王
谷
ま

で
の
１
８
０
０

区
間
の
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。
昨
年

度
、
花
住
坂
地
内
約
３
０
０

区
間
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ン
、

バ
リ
カ
ー
及
び
誘
導
と
規
制

の
看
板
を
設
置
し
た
。
残
り

１
５
０
０

に
つ
い
て
は
、

今
年
度
設
計
を
行
い
、
来
年

度
以
降
順
次
整
備
を
し
た
い
。

◆
防
賀
川
公
園
の
整
備
に
つ

い
て

水
と
親
し
め
る
水
辺

空
間
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
計
画
と
な
っ
て
い

る
の
か
。

施
設
整
備
課
長

公
園
内

に
取
り
入
れ
る
水
が
な
く
、

西
側
で
は
今
の
と
こ
ろ
親
水

性
の
あ
る
公
園
整
備
が
で
き

な
い
。
水
辺
空
間
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
東
側
部

分
の
整
備
に
あ
た
り
検
討
課

題
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
農
業
問
題
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
の
解
消

対
策
は
ど
う
か
。

農
政
課
長

昨
年
度
の
調

査
で
は
、
約

の
耕
作
放

棄
地
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
約

に
つ
い
て
は
、
３
年
で

解
消
し
た
い
。

ほ
場
整
備
を
行
っ
て

い
な
い
地
域
の
農
道
に
つ
い

て
、
必
要
に
応
じ
て
拡
幅
整

備
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

最
近
、
地
元
と
の
対
話
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
十

分
目
配
り
や
気
配
り
を
し
て

農
家
と
の
懇
談
あ
る
い
は
調

整
な
ど
を
し
て
ほ
し
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
副
部
長

現

地
現
場
主
義
と
い
う
こ
と
で

部
を
挙
げ
て
、
特
に
農
業
従

事
者
の
方
の
話
を
じ
か
に
聞

け
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東側部分の整備が
計画されている防賀川公園

細菌性髄膜炎から子どもたちを守るワクチンの
早期定期接種化等を求める意見書

細菌性髄膜炎は、乳幼児にとって極めて重篤な感染症で、その対処法と

しては、り患前のワクチンによる予防が非常に有効であるといわれている。

ワクチンは、 カ国以上で定期予防接種が行われており、副作用

も軽微で安全性の高いことや医療費の削減効果が報告されている。

一方、わが国においては、いまだ任意接種で、全国的な導入普及が遅れ

ている。また肺炎球菌ワクチンについても、いまだ承認されていないのが

実情である。

そのため、国内の細菌性髄膜炎の発症の抑止と医療費の削減に大きな効

果が期待できる ワクチンと肺炎球菌ワクチンの定期接種化が急がれ

るところであり、下記の事項に取り組まれるよう強く要望する。

記

速やかに細菌性髄膜炎を予防接種法による定期接種対象疾患（一類疾

患）に位置づけること。

肺炎球菌ワクチンについて、薬事法の承認及び導入を早期に行うこと。

ワクチンと肺炎球菌ワクチンの安定供給の措置を講じること。と。

否決した意見書
消費税の増税を行わないことを求める意見書

訓
練
の
一
手
法
で
あ
り
、

の
略
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、

地
図
上
に
被
害
状
況
及
び
推

測
さ
れ
る
状
況
を
書
き
込
み
、

そ
れ
に
対
す
る
対
処
方
法
を

グ
ル
ー
プ
で
討
論
し
な
が
ら

導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
構
想

（
４
面
右
６
段
目
）

ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
構
想
と
は
、

世
紀
の

学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環

境
の
抜
本
的
充
実
を
図
る
た

め
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
は
じ
め
と

し
た
エ
コ
改
修
、
子
ど
も
の

活
用
能
力
等
の
向
上
を

図
る
情
報
通
信
技
術
化
を
進

め
る
も
の
で
、
１
兆
円
を
超

え
る
予
算
と

年
度
内
の
整

備
目
標
が
発
表
さ
れ
た
。

京
都
地
方
税
機
構

（
１
面
１
段
目
他
）

京
都
府
及
び
京
都
市
を
除

く
府
内

市
町
村
で
税
業
務

の
共
同
処
理
を
行
う
た
め
設

立
が
予
定
さ
れ
る
広
域
連
合

の
こ
と
。
地
方
税
務
行
政
の

執
行
体
制
強
化
と
税
業
務
の

効
率
化
が
要
請
さ
れ
る
中
、

府
・
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
課

税
自
主
権
を
前
提
に
し
な
が

ら
、
適
正
に
府
税
及
び
市
町

村
税
に
係
る
税
業
務
の
共
同

化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
面
右
１
段
目
）

と
は
、
災
害
図
上

今回の北朝鮮の核実験は、日本国民の平和

と安全に対する重大な脅威であるとともに、

北東アジア地域の安全と世界の恒久平和を願

う人々への挑戦であり、断じて許せない。

市民の安全と安心を守る立場から、本市議

会は、北朝鮮のこのような一連の行動に対し

て厳重に抗議するとともに、全ての核実験中

止を求め、地球上から核兵器を廃絶するため

行動することを決議するものである。

日本軍 慰安婦 問題について日本政府へ早期解決を
求めるための意見書

戦後 年たった今も、日本軍 慰安婦 問題について、被害女性からの

謝罪と補償を求める訴えが続けられている。人間としての名誉と尊厳を著

しく傷つけられた被害者の思いは筆舌に尽くしがたいものがある。 年

７月にはアメリカ下院において 日本軍が女性を強制的に性奴隷にした

ことを公式に認め、謝罪するよう日本政府に求める決議が採択された。

その後、カナダ、オランダ、 議会でも採択され、 年には、フィ

リピン、台湾、韓国でもあいついで同様の決議が採択された。さらに国連

や などの国際的な人権擁護機構からも繰り返し勧告や指摘がされて

いる。

被害女性たちは、今、 歳、 歳の高齢になっており、一日も早い解決

が求められている。政府は、 年の河野洋平官房長官（当時）の お詫び

と反省の気持ちを申し上げる。 という 談話 を誠実に踏襲し、日本軍

慰安婦 問題被害者の公式謝罪と補償を求める声に耳を傾け、早急に問

題の解決を図るよう求めるものである。

総

務

文
教
福
祉

建
設
経
済

年（平成 年） 月 日


